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Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
和
解
協
議
に
つ
い
て
の
菅
内
閣
の
対
応
方
針
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
十
八
年
六
月
、
集
団
予
防
接
種
の
際
の
注
射
器
の
連
続
使
用
に
よ
り
Ｂ
型
肝
炎
に
感
染
し
た
方
に
対
す
る
国
の
責
任
を

認
め
た
最
高
裁
判
決
が
確
定
し
、
そ
れ
か
ら
、
既
に
四
年
が
経
過
す
る
。
全
国
で
起
こ
さ
れ
た
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
に
つ
い
て
は
、

本
年
三
月
、
札
幌
地
裁
に
お
い
て
和
解
勧
告
が
出
さ
れ
、
国
は
そ
の
二
ヶ
月
後
の
五
月
十
四
日
、
和
解
協
議
の
席
に
着
く
こ
と

を
表
明
し
た
が
、
具
体
的
な
和
解
案
の
提
示
は
先
送
り
し
た
。
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
の
原
告
団
・
弁
護
団
か
ら
は
、
野
党
時
代
に
Ｂ

型
肝
炎
訴
訟
の
早
期
解
決
を
訴
え
て
い
た
民
主
党
連
立
政
権
に
期
待
し
て
い
た
が
、
あ
く
ま
で
裁
判
所
を
仲
介
と
し
た
和
解
協

議
に
こ
だ
わ
り
、
積
極
的
な
姿
勢
が
見
ら
れ
な
い
と
し
て
、
失
望
や
怒
り
の
声
す
ら
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
度
、
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任
し
た
菅
�
人
君
は
、
厚
生
大
臣
在
任
中
に
薬
害
エ
イ
ズ
事
件
で
国
の
責
任
を
認
め
謝
罪

し
、
ま
た
、
民
主
党
の
肝
炎
対
策
本
部
長
と
し
て
、
肝
炎
訴
訟
の
早
期
解
決
を
繰
り
返
し
訴
え
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
菅
内

閣
で
は
、
い
た
ず
ら
に
和
解
協
議
を
先
延
ば
し
に
す
る
こ
と
な
く
、
一
刻
も
早
く
救
済
の
具
体
案
を
提
示
し
、
早
期
解
決
が
図

ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

つ
い
て
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
原
告
団
・
弁
護
団
は
、
裁
判
所
で
の
和
解
協
議
と
は
別
に
、
政
府
と
直
接
協
議
す
る
場
を
設
け
て
ほ
し
い

一



と
要
請
し
て
い
る
。
早
期
の
和
解
成
立
の
た
め
に
も
、
政
府
は
こ
の
要
請
に
応
じ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
今
後
の
対
応
方
針

を
伺
い
た
い
。

二

遅
く
と
も
札
幌
地
裁
に
お
け
る
次
回
の
和
解
協
議
で
あ
る
七
月
六
日
ま
で
に
は
、
政
府
は
、
対
象
者
の
範
囲
や
確
認
方

法
、
和
解
金
額
等
、
本
件
訴
訟
に
お
け
る
全
て
の
論
点
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
和
解
案
を
提
示
す
べ
き
と
考
え
る
。
政
府
の

対
応
方
針
を
伺
い
た
い
。

ま
た
、
最
終
的
な
和
解
合
意
及
び
被
害
者
救
済
を
い
つ
ま
で
に
行
う
の
か
、
期
限
の
目
途
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


